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全体(n=1,597) 20.5 41.6 36.6 

1.3 

(%)

聞いたことはあるが、

資料を見るまで内容は

よく知らなかった

資料を見る前から

知っていた 無回答

62.2

資料を見るまで

知らなかった

２ 大規模地震に関する気象庁からの情報について 

（１）「南海トラフ地震臨時情報」の認知度 
◇『聞いたことがある（計）』は６割を超える 

問４ あなたは、南海トラフ地震が発生する可能性が高まったとされた場合、「南海トラフ地震

臨時情報」が発表されることについて、知っていましたか。（○は１つ） 

＜図表２－１＞「南海トラフ地震臨時情報」の認知度 

 

 

 

 

 

「南海トラフ地震臨時情報」の認知度を聞いたところ、「資料を見る前から知っていた」（20.5％）

と「聞いたことはあるが、資料を見るまで内容はよく知らなかった」（41.6％）を合わせた『聞いた

ことがある（計）』（62.2％）は６割を超える。 

一方、「資料を見るまで知らなかった」（36.6％）は３割台半ばとなっている。（図表２－１） 

 

【地域別】 

地域別にみると、「資料を見る前から知っていた」は“安房地域”（35.5％）が３割台半ばで高く

なっている。（図表２－２） 

 

【性・年代別】 

性・年代別にみると、『聞いたことがある（計）』は、女性の75歳以上（80.8％）と男性の75歳以

上（80.5％）が８割、男性の60～64歳（75.8％）と男性の70～74歳（75.2％）が７割台半ばで高く

なっている。 

一方、「資料を見るまで知らなかった」は、女性の30代（55.1％）が５割台半ば、男性の20代（52.9％）

と女性の40代（51.5％）が５割を超え、女性の20代（50.0％）が５割、男性の40代（47.0％）が約

５割で高くなっている。（図表２－２） 
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＜図表２－２＞「南海トラフ地震臨時情報」の認知度／地域別、性・年代別 
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全　　体 (1,597)

【 地 域 別 】 

千 葉 地 域 (294)

葛 南 地 域 (402)

東 葛 飾 地域 (378)

印 旛 地 域 (195)

香 取 地 域 (17)

海 匝 地 域 (40)

山 武 地 域 (56)

長 生 地 域 (46)

夷 隅 地 域 (26)

安 房 地 域 (31)

君 津 地 域 (83)

【　性・年代別　】 

男性（計） (687)

　18～19歳 (4)

　20代 (51)

　30代 (62)

　40代 (117)

　50代 (94)

　60～64歳 (62)

　65～69歳 (61)

　70～74歳 (113)

　75歳以上 (123)

女性（計） (863)

　18～19歳 (8)

　20代 (62)

　30代 (107)

　40代 (165)

　50代 (133)

　60～64歳 (83)

　65～69歳 (77)

　70～74歳 (108)

　75歳以上 (120)

男

性

女

性

20.5 

19.7 

17.7 

21.4 

21.0 

23.5 

17.5 

26.8 

26.1 

15.4 

35.5 

20.5 

27.4 

50.0 

15.7 

19.4 

23.9 

23.4 

27.4 

31.1 

30.1 

37.4 

14.9 

12.5 

9.7 

11.2 

9.1 

12.8 

10.8 

16.9 

18.5 

30.0 

41.6 

43.5 

42.0 

42.9 

37.9 

29.4 

50.0 

42.9 

39.1 

38.5 

38.7 

41.0 

38.6 

0.0 

31.4 

33.9 

28.2 

38.3 

48.4 

41.0 

45.1 

43.1 

44.4 

50.0 

40.3 

33.6 

38.8 

43.6 

53.0 

46.8 

50.9 

50.8 

36.6 

35.0 

40.0 

34.4 

37.4 

47.1 

32.5 

28.6 

34.8 

46.2 

25.8 

38.6 

33.2 

50.0 

52.9 

46.8 

47.0 

36.2 

22.6 

27.9 

24.8 

17.9 

39.0 

37.5 

50.0 

55.1 

51.5 

42.9 

34.9 

33.8 

25.0 

16.7 

1.3 

1.7 

0.2 

1.3 

3.6 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

2.1 

1.6 

0.0 

0.0 

1.6 

1.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.8 

1.2 

2.6 

5.6 

2.5 

(%)

無回答

聞いたことはあるが、

資料を見るまで内容は
よく知らなかった

資料を見る前から

知っていた
資料を見るまで

知らなかった
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（１－１）「南海トラフ地震臨時情報」の意味やとるべき行動の認知度 
◇『知っていた（計）』は７割台半ば 

（問４で「資料を見る前から知っていた」または「聞いたことはあるが、資料を見るまで内

容はよく知らなかった」とお答えの方に） 

問４－１ あなたは、「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）」や「南海トラフ地震臨時情

報（巨大地震注意）」について、それぞれのレベルの意味や発表された際にとるべき行動

を知っていましたか。（○は１つ） 

＜図表２－３＞「南海トラフ地震臨時情報」の意味やとるべき行動の認知度 

 

 

 

 

 

 

「南海トラフ地震臨時情報」を聞いたことがあると回答した993人を対象に、その意味やとるべ

き行動の認知度を聞いたところ、「よく知っていた」（8.6％）と「多少は知っていた」（67.6％）を

合わせた『知っていた（計）』（76.1％）は７割台半ばとなっている。 

一方、「全く知らなかった」（23.6％）は２割台半ばとなっている。（図表２－３） 

 

【地域別】 

地域別で大きな傾向の違いは見られない。（図表２－４） 

 

【性・年代別】 

性・年代別にみると、『知っていた（計）』は、女性の70～74歳（93.3％）が９割を超え、男性の

75歳以上（86.9％）が８割台半ばで高くなっている。 

一方、「全く知らなかった」は、女性の20代（45.2％）が４割台半ば、女性の40代（35.4％）が３

割台半ばで高くなっている。（図表２－４） 

全体(n=993) 8.6 67.6 23.6 

0.3 

(%)

多少は知っていたよく知っていた

無回答

76.1

全く知らなかった
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＜図表２－４＞「南海トラフ地震臨時情報」の意味やとるべき行動の認知度／地域別、性・年代別 
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全　　体 (993)

【 地 域 別 】 

千 葉 地 域 (186)

葛 南 地 域 (240)

東 葛 飾 地域 (243)

印 旛 地 域 (115)

香 取 地 域 (9)

海 匝 地 域 (27)

山 武 地 域 (39)

長 生 地 域 (30)

夷 隅 地 域 (14)

安 房 地 域 (23)

君 津 地 域 (51)

【　性・年代別　】 

男性（計） (453)

　18～19歳 (2)

　20代 (24)

　30代 (33)

　40代 (61)

　50代 (58)

　60～64歳 (47)

　65～69歳 (44)

　70～74歳 (85)

　75歳以上 (99)

女性（計） (512)

　18～19歳 (5)

　20代 (31)

　30代 (48)

　40代 (79)

　50代 (75)

　60～64歳 (53)

　65～69歳 (49)

　70～74歳 (75)

　75歳以上 (97)

男

性

女

性

8.6 

7.0 

10.8 

9.9 

7.0 

11.1 

3.7 

7.7 

6.7 

0.0 

0.0 

7.8 

13.0 

50.0 

12.5 

24.2 

9.8 

6.9 

8.5 

18.2 

15.3 

12.1 

4.9 

0.0 

6.5 

2.1 

1.3 

4.0 

1.9 

12.2 

5.3 

7.2 

67.6 

65.6 

67.9 

62.6 

71.3 

66.7 

88.9 

66.7 

80.0 

78.6 

73.9 

64.7 

65.1 

50.0 

62.5 

51.5 

60.7 

65.5 

72.3 

65.9 

58.8 

74.7 

69.1 

80.0 

48.4 

66.7 

63.3 

65.3 

62.3 

71.4 

88.0 

72.2 

23.6 

27.4 

20.8 

27.2 

21.7 

22.2 

7.4 

25.6 

13.3 

21.4 

26.1 

25.5 

21.9 

0.0 

25.0 

24.2 

29.5 

27.6 

19.1 

15.9 

25.9 

13.1 

25.4 

20.0 

45.2 

31.3 

35.4 

30.7 

34.0 

16.3 

5.3 

19.6 

0.3 

0.0 

0.4 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

0.0 

1.3 

1.0 

(%)

多少は知っていたよく知っていた

無回答
全く知らなかった
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（２）「北海道・三陸沖後発地震注意情報」の認知度 
◇『聞いたことがある（計）』は約４割 

問５ あなたは、一定の領域を震源とする大きな地震が発生した場合に「北海道・三陸沖後発地

震注意情報」が発表されることについて、知っていましたか。（○は１つ） 

＜図表２－５＞「北海道・三陸沖後発地震注意情報」の認知度 

 

 

 

 

 

 

「北海道・三陸沖後発地震注意情報」の認知度を聞いたところ、「資料を見る前から知っていた」

（9.8％）と「聞いたことはあるが、資料を見るまで内容はよく知らなかった」（28.8％）を合わせ

た『聞いたことがある（計）』（38.6％）は約４割となっている。 

一方、「資料を見るまで知らなかった」（60.0％）は６割となっている。（図表２－５） 

 

【地域別】 

地域別で大きな傾向の違いは見られない。（図表２－６） 

 

【性・年代別】 

性・年代別にみると、『聞いたことがある（計）』は、男性の75歳以上（63.4％）が６割を超え、

女性の75歳以上（60.8％）が６割、男性の65～69歳（54.1％）が５割台半ば、女性の70～74歳（48.1％）

が約５割で高くなっている。 

一方、「資料を見るまで知らなかった」は、女性の30代（76.6％）、男性の30代（75.8％）、女性の

20代（75.8％）が７割台半ば、女性の40代（71.5％）が７割を超え、男性の40代（69.2％）が約７

割で高くなっている。（図表２－６） 

全体(n=1,597) 9.8 28.8 60.0 

1.4 

(%)

聞いたことはあるが、

資料を見るまで内容は

よく知らなかった

資料を見る前から知っていた

無回答

38.6

資料を見るまで

知らなかった
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＜図表２－６＞「北海道・三陸沖後発地震注意情報」の認知度／地域別、性・年代別 
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全　　体 (1,597)

【 地 域 別 】 

千 葉 地 域 (294)

葛 南 地 域 (402)

東 葛 飾 地域 (378)

印 旛 地 域 (195)

香 取 地 域 (17)

海 匝 地 域 (40)

山 武 地 域 (56)

長 生 地 域 (46)

夷 隅 地 域 (26)

安 房 地 域 (31)

君 津 地 域 (83)

【　性・年代別　】 

男性（計） (687)

　18～19歳 (4)

　20代 (51)

　30代 (62)

　40代 (117)

　50代 (94)

　60～64歳 (62)

　65～69歳 (61)

　70～74歳 (113)

　75歳以上 (123)

女性（計） (863)

　18～19歳 (8)

　20代 (62)

　30代 (107)

　40代 (165)

　50代 (133)

　60～64歳 (83)

　65～69歳 (77)

　70～74歳 (108)

　75歳以上 (120)

男

性

女

性

9.8 

11.6 

7.2 

10.3 

9.7 

17.6 

5.0 

12.5 

15.2 

3.8 

9.7 

12.0 

13.7 

0.0 

9.8 

8.1 

5.1 

11.7 

11.3 

23.0 

16.8 

22.0 

6.6 

0.0 

4.8 

2.8 

4.2 

3.0 

4.8 

11.7 

9.3 

14.2 

28.8 

25.5 

29.4 

29.6 

28.7 

11.8 

42.5 

32.1 

21.7 

30.8 

35.5 

27.7 

28.7 

50.0 

17.6 

16.1 

25.6 

24.5 

35.5 

31.1 

27.4 

41.5 

29.2 

12.5 

16.1 

20.6 

23.6 

29.3 

28.9 

24.7 

38.9 

46.7 

60.0 

60.9 

62.7 

58.2 

59.5 

70.6 

52.5 

53.6 

63.0 

65.4 

54.8 

60.2 

57.1 

50.0 

72.5 

75.8 

69.2 

63.8 

51.6 

42.6 

55.8 

35.8 

62.1 

87.5 

75.8 

76.6 

71.5 

67.7 

63.9 

59.7 

45.4 

36.7 

1.4 

2.0 

0.7 

1.9 

2.1 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

3.3 

0.0 

0.8 

2.1 

0.0 

3.2 

0.0 

0.6 

0.0 

2.4 

3.9 

6.5 

2.5 

(%)

無回答
聞いたことはあるが、資料を見るまで

内容はよく知らなかった

資料を見るまで

知らなかった

資料を見る前から知っていた
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（２－１）「北海道・三陸沖後発地震注意情報」の意味やとるべき行動の認知度 
◇『知っていた（計）』は８割を超える 

（問５で「資料を見る前から知っていた」または「聞いたことはあるが、資料を見るまで内

容はよく知らなかった」とお答えの方に） 

問５－１ あなたは、「北海道・三陸沖後発地震注意情報」について、意味や発表された際にと

るべき行動について知っていましたか。（○は１つ） 

＜図表２－７＞「北海道・三陸沖後発地震注意情報」の意味やとるべき行動の認知度 

 

 

 

 

 

 

「北海道・三陸沖後発地震注意情報」を聞いたことがあると回答した617人を対象に、その意味や

とるべき行動の認知度を聞いたところ、「よく知っていた」（10.0％）と「多少は知っていた」（72.6％）

を合わせた『知っていた（計）』（82.7％）は８割を超える。 

一方、「全く知らなかった」（16.5％）は１割台半ばとなっている。（図表２－７） 

 

【地域別】 

地域別で大きな傾向の違いは見られない。（図表２－８） 

 

【性・年代別】 

性・年代別にみると、『知っていた（計）』は女性の70～74歳（94.2％）が９割台半ばで高くなっ

ている。（図表２－８） 

全体(n=617) 10.0 72.6 16.5 

0.8 

(%)

多少は知っていたよく知っていた

無回答

82.7

全く

知らなかった
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＜図表２－８＞「北海道・三陸沖後発地震注意情報」の意味やとるべき行動の認知度 

／地域別、性・年代別 
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全　　体 (617)

【 地 域 別 】 

千 葉 地 域 (109)

葛 南 地 域 (147)

東 葛 飾 地域 (151)

印 旛 地 域 (75)

香 取 地 域 (5)

海 匝 地 域 (19)

山 武 地 域 (25)

長 生 地 域 (17)

夷 隅 地 域 (9)

安 房 地 域 (14)

君 津 地 域 (33)

【　性・年代別　】 

男性（計） (291)

　18～19歳 (2)

　20代 (14)

　30代 (15)

　40代 (36)

　50代 (34)

　60～64歳 (29)

　65～69歳 (33)

　70～74歳 (50)

　75歳以上 (78)

女性（計） (309)

　18～19歳 (1)

　20代 (13)

　30代 (25)

　40代 (46)

　50代 (43)

　60～64歳 (28)

　65～69歳 (28)

　70～74歳 (52)

　75歳以上 (73)

男

性

女

性

10.0 

11.9 

11.6 

7.3 

14.7 

20.0 

0.0 

4.0 

17.6 

0.0 

0.0 

6.1 

14.8 

0.0 

14.3 

26.7 

5.6 

8.8 

17.2 

21.2 

16.0 

15.4 

6.1 

0.0 

0.0 

8.0 

4.3 

2.3 

3.6 

14.3 

5.8 

8.2 

72.6 

67.9 

72.8 

73.5 

66.7 

80.0 

94.7 

84.0 

58.8 

66.7 

85.7 

81.8 

70.4 

100.0 

71.4 

40.0 

72.2 

73.5 

75.9 

69.7 

72.0 

70.5 

74.4 

100.0 

53.8 

56.0 

76.1 

76.7 

64.3 

82.1 

88.5 

72.6 

16.5 

17.4 

15.6 

19.2 

18.7 

0.0 

5.3 

12.0 

17.6 

33.3 

14.3 

9.1 

14.4 

0.0 

14.3 

33.3 

22.2 

17.6 

6.9 

9.1 

12.0 

12.8 

18.1 

0.0 

46.2 

36.0 

19.6 

20.9 

28.6 

3.6 

3.8 

16.4 

0.8 

2.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.9 

0.0 

0.0 

3.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

1.3 
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（３）地震や津波などの災害への対策の有無 
◇「食料品や飲料水、その他生活必需品の備蓄」が７割 

問６ あなたは、地震や津波などの災害に備えて、次の対策を行っていますか。 

（○はいくつでも） 

＜図表２－９＞地震や津波などの災害への対策の有無（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震や津波などの災害への対策の有無について聞いたところ、「食料品や飲料水、その他生活必

需品の備蓄」（70.4％）が７割で最も高く、以下「家具（冷蔵庫、食器棚、本棚、タンス、テレビな

ど）の固定化」（44.3％）、「津波浸水域、避難場所・避難経路の確認」（39.6％）、「家族等との安否

確認手段（災害用伝言ダイヤル、ＳＮＳ）」（33.4％）が続く。（図表２－９） 

 

【地域別】 

地域別にみると、「津波浸水域、避難場所・避難経路の確認」は“海匝地域”（55.0％）が５割台

半ばで高くなっている。 

「家族等との安否確認手段（災害用伝言ダイヤル、ＳＮＳ）」は“千葉地域”（38.4％）が約４割

で高くなっている。（図表２－10） 

 

【性・年代別】 

性・年代別にみると、「食料品や飲料水、その他生活必需品の備蓄」は、女性60～64歳（80.7％）

が８割、「家具（冷蔵庫、食器棚、本棚、タンス、テレビなど）の固定化」は、男性の70～74歳（56.6％）

が５割台半ば、「家族等との安否確認手段（災害用伝言ダイヤル、ＳＮＳ）」は、女性の40代（40.6％）

が４割で高くなっている。（図表２－10） 

（n=1,597）

食料品や飲料水、その他生活必需品の備蓄

家具（冷蔵庫、食器棚、本棚、タンス、テレビなど）の

固定化

津波浸水域、避難場所・避難経路の確認

家族等との安否確認手段（災害用伝言ダイヤル、ＳＮＳ）

どれもあてはまらない

無回答
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＜図表２－10＞地震や津波などの災害への対策の有無（複数回答） 

／地域別、性・年代別（上位５項目） 
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このほかにも、「大規模地震に関する気象庁からの情報について」や問４～問６について、ご意

見やご提案があれば自由にお書きください。 

ご意見やご提案を自由に記述していただいたところ、169人から回答が寄せられた。一部抜粋  

してご意見を記載するものとする。 

 

■「大規模地震に関する気象庁からの情報について」の自由回答（抜粋） 

 

○後発地震注意情報や地震臨時情報は身の安全に関わる大切な情報。もっと広く知ってもらえる

ような方法での情報発信を望みます。  （女性、70～74歳、山武地域） 

 

○備蓄と言っても、どの程度、およそ何日分用意したら良いか、どの位で救援物資が届くのか知

りたいです。    （男性、20代、海匝地域） 

 

○定期的に備えを確認しなければと思いながら忘れがちになるので、何かきっかけになるような

よびかけのようなものがされるとありがたいです。     （女性、30代、印旛地域） 

 

○家でのダンボールトイレ等の対応がまだ出来ていない。人口、家が多い地区なので避難所が集

中すると思われる為、まずは自宅で１週間程度を考える。   （男性、70～74歳、千葉地域） 

 

○大規模地震でテレビもネットも使えない状況だと、ラジオくらいしか情報を集める手立てが思

いつきません。うちのラジオ、ちゃんと動くか確認しておこうと思います。 

（女性、50代、山武地域） 

 

○警報が色々と出るが本当に大事な警報の判断が難しい。下手に避難するために外出するより家

の２Ｆで待機する方が安全だと感じる。   （男性、30代、葛南地域） 

 

○常日頃から怪我をしないような家具の配置を頭に入れて行動しやすい流れを考えている。天気

予報や天気図を覚えておくことも大切かなと思う。  （男性、75歳以上、東葛飾地域） 

 

○各世帯向けに津波浸水域や避難場所、とるべき行動をまとめたガイドブック（簡易冊子 ※子

供（小学生）でもわかる）を配付して欲しい。     （男性、40代、葛南地域） 

 

○Ｘ（ｔｗｉｔｔｅｒ）の情報は、流れてきたら読むと思います。ＴＶや新聞よりかは親近感が

あります。  （女性、18～19歳、東葛飾地域） 

 

○地域での訓練をしっかりとすべきだと思います。（コロナ等でなかったため）お年寄りの方が

多い地域では、市の役員の方や自治体で訓練を実施していくべきだと思います。 

（女性、30代、印旛地域） 


